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３．海洋土
かいようど

木工
ぼくこう

が 働
はたら

く工事
こ う じ

現場
げ ん ば

と海洋土
かいようど

木工
ぼくこう

の作業
さぎょう

 

３.１ 海洋土
かいようど

木工
ぼくこう

が 働
はたら

く工事
こうじ

現場
げんば

 

３.１.１ 工事
こうじ

現場
げんば

の組織
そしき

 

①工事
こうじ

現場
げんば

では、いろいろな会社
かいしゃ

が集
あつ

まって工事
こ う じ

を 行
おこな

っています。 

工事
こうじ

の全体
ぜんたい

を まとめる会社
かいしゃ

が指示
し じ

を出
だ

し、作業
さぎょう

ごとに専門
せんもん

の会社
かいしゃ

が作業
さぎょう

を 行
おこな

います。 

②専門
せんもん

の作業
さぎょう

を 行
おこな

う会
かい

社
しゃ

には、作業
さぎょう

を指示
し じ

する 職 長
しょくちょう

と作業
さぎょう

を

行
おこな

う作業員
さぎょういん

（海
かい

洋
よう

土
ど

木
ぼく

工
こう

は海
うみ

の工
こう

事
じ

を 行
おこな

う作
さ

業
ぎょう

員
いん

です）が集
あつ

まって 、１
ひと

つのグループとなって、作業
さぎょう

を 行
おこな

います。 作業員
さぎょういん

は、

必
かなら

ず 職 長
しょくちょう

の指示
し じ

を受
う

けて 作 業
さぎょうぎょう

を 行
おこな

います。 

 

 

図
ず

－９５ 工事
こ う じ

現場
げ ん ば

の組織
そ し き

と作業
さぎょう

の指示
し じ

 

工事
こうじ

の 全 体
ぜんたい

を まとめる会 社
かいしゃ

 

Bの作 業
さぎょう

を

行
おこな

う会 社
かいしゃ

 

Cの作 業
さぎょう

を 

行
おこな

う会 社
かいしゃ

 

職 長
しょくちょう

 

作 業 員
さぎょういん

 作業員 作業員 

職 長
しょくちょう

 

作 業 員
さぎょういん

 作業員 

Aの作 業
さぎょう

を 行
おこな

う 会
かいしゃ

社 

（作 業
さぎょう

のグループ） （作 業
さぎょう

のグループ） 
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図
ず

－９６ 職 長
しょくちょう

の指示
し じ

の ようす 

 

③作業
さぎょう

船
せん

を使う
つか

工事
こうじ

現場
げんば

では、専門
せんもん

の作業
さぎょう

を 行
おこな

う作業
さぎょう

船
せん

が たくさ

ん集
あつ

まって いっしょに作業
さぎょう

します。 この船
ふね

の集
あつ

まりのことを船団
せんだん

と言
い

います。工事
こうじ

に使
つか

う作業
さぎょう

船
せん

の全体
ぜんたい

を まとめる人
ひと

を船
せん

団 長
だんちょう

と

言
い

います。船
せん

団 長
だんちょう

が作業
さぎょう

船
せん

に指示
し じ

を出
だ

して、作業
さぎょう

を 行
おこな

います。 

 

図
ず

－９７ 船団
せんだん

による工事
こ う じ

の ようす 

職 長
しょくちょう
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図
ず

－９８ 船団
せんだん

と作業
さぎょう

の指示
し じ

 

 

④一隻
いっせき

の作業
さぎょう

船
せん

が作業
さぎょう

のグループになります。作業
さぎょう

船
せん

の上
うえ

では、

船 長
せんちょう

や甲板
こうはん

長
ちょう

と言
い

われる人
ひと

の指
し

示
じ

で作
さ

業
ぎょう

を 行
おこな

います。 

a.船
せん

団 長
だんちょう

   船 団
せんだん

の全 体
ぜんたい

の作 業
さぎょう

を指示
し じ

します。 

b. 船 長
せんちょう

    作 業
さぎょう

船
せん

の全 体
ぜんたい

の作 業
さぎょう

を指示
し じ

します。 

c.機関
きかん

長
ちょう

    エンジンの作 業
さぎょう

を指示
し じ

します。 

d.機関員
きかんいん

    機関
きかん

長
ちょう

の指示
し じ

でエンジンの作 業
さぎょう

をします。 

e.オペレーター  クレーンを操作
そうさ

します。 

f.甲 板
こうはん

長
ちょう

   ウィンチ、ロープ、ワイヤの作 業
さぎょう

を指示
し じ

します。 

g.一 等
いっとう

航海士
こうかいし

  船
ふね

の運 転
うんてん

をします。 

h.二等
にとう

航海士
こうかいし

  船
ふね

の運 転
うんてん

をします。 
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⑤グラブ浚 渫
しゅんせつ

船
せん

のような大型
おおがた

の作業
さぎょう

船
せん

では、船 長
せんちょう

の ほかに８人く

らいの人
ひと

が いっしょに作業
さぎょう

します。 

 

 

図
ず

－９９  作業
さぎょう

船
せん

の上
うえ

で甲
こう

板
はん

長
ちょう

の指示
し じ

で作業
さぎょう

する ようす 

機械
きかい

の整備
せいび

を

している 

燃 料
ねんりょう

の受
う

け取
と

りをしている 
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３.２ 海洋土
かいようど

木工
ぼくこう

の作業
さぎょう

 

３.２.１ 現場
げんば

管理
かんり

作業
さぎょう

 

１）測 量
そくりょう

 

①測 量
そくりょう

の目的
もくてき

は、海底
かいてい

を平
たい

らに掘
ほ

ったり、海
うみ

に構造物
こうぞうぶつ

を真
ま

っすぐに

つくったり、あるいは、海
うみ

を埋
う

め立
た

てて土地
と ち

を つくったりするため、

工事
こうじ

する場所
ばしょ

の海
うみ

の深
ふか

さや土地
と ち

の高
たか

さ、広
ひろ

さや位置
い ち

を正確
せいかく

に測
はか

る

ことです。また、できあがった構造物
こうぞうぶつ

が 目 標
もくひょう

の位置
い ち

にあるか、

目 標
もくひょう

の高さ
たかさ

になっているかを測
はか

ることです。 

②海
うみ

には目 標
もくひょう

となるものが ないので、海
うみ

で位置
い ち

を決
き

める測 量
そくりょう

のと

きには、GPS（人
じん

工
こう

衛星
えいせい

の電波
でんぱ

で正確
せいかく

な位置
い ち

を測
はか

る機械
きかい

）で位置
い ち

を

測
はか

り、目 標
もくひょう

として旗竿
はたさお

や浮標
ふひょう

を設置
せっち

します。 

 

図
ず

－１００ GPSによる海
うみ

の測量
そくりょう

と測
そ く

量
りょう

の目標
もくひょう

のための旗竿
はたさお

の設置
せ っ ち

の ようす 
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図
ず

－１０１ 構造物
こうぞうぶつ

を作
つく

る位置
い ち

の測量
そくりょう

の ようす 

 

③海
うみ

の深さ
ふかさ

を測
はか

るときは、ソナーと言
い

われる機械
きかい

を使
つか

って、船
ふね

から

海底
かいてい

に向
む

かって音波
おんぱ

を出
だ

し、深
ふか

さを正
ただ

しく測
はか

ります。 

石
せき

材
ざい

均
なら

しの

目 印
めじるし

を付
つ

けてい

ケーソンの高
たか

さを確 認
かくにん

してい

る 
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図
ず

－１０２ ソナーを使
つか

った深
ふか

さの測量
そくりょう

の ようす 

 

④簡単
かんたん

に海
うみ

の深
ふか

さを測
はか

るときは、レッドと言
い

われるロープの先
さき

に重
おも

り

が ついたものを海
うみ

に投
な

げ入
い

れ、ロープの目
め

盛
も

りを読
よ

んで簡単
かんたん

に海
うみ

の

深
ふか

さを測
はか

ることも あります。 

 

 

図
ず

－１０３ レッドによる簡単
かんたん

な深
ふか

さの測量
そくりょう

の ようす 

GPSで 測
はか

った

位置
い ち

の深
ふか

さを 

測
はか

っている 

GPS 

重
おも

り 

重
おも

りを投
な

げ入
い

れたところ 
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２）出来形
で き が た

確認
かくにん

 

①出来形
で き が た

確認
かくにん

の目的
もくてき

は、工事
こうじ

で つくった構造物
こうぞうぶつ

が図面
ずめん

どおりに でき

ているかを調
しら

べることです。 

②出来形
で き が た

確認
かくにん

は、工事
こうじ

の区
く

切
ぎ

りや完成
かんせい

のときに、図面
ずめん

に指示
し じ

されてい

る場所
ばしょ

の長
なが

さ、幅
はば

、高
たか

さ、深
ふか

さなどを正確
せいかく

に測
はか

ります。完成
かんせい

したと

きに見
み

えなくなる場所
ばしょ

は、あとから確認
かくにん

できるように写真
しゃしん

を とって

おきます。 

 

 

図
ず

－１０４ 防波堤
ぼ うは てい

の出来形
で き が た

確認
かくにん

を行
おこな

っている ようす 

据
すえ

付
つ

けの すき間
ま

の大
おお

きさを測
はか

っている 

防波堤
ぼうはてい

の幅
はば

を 測
はか

っている 
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３）工程
こうてい

管理
かんり

 

①工事
こうじ

は、工事
こうじ

を始
はじ

めてから工事
こうじ

が完成
かんせい

するまでの日数
にっすう

が決
き

められて

います。この日数
にっすう

のことを工期
こうき

と言
い

います。工程
こうてい

管理
かんり

の目的
もくてき

は、工事
こうじ

が工期
こうき

までに完成
かんせい

するように、工事
こうじ

が進
すす

んでいるのか、工事
こうじ

が遅
おく

れ

ているのかを確認
かくにん

することです。 

②工程
こうてい

管理
かんり

で工事
こうじ

が遅
おく

れていることが分
わ

かったときは、工事
こうじ

を進
すす

める

方法
ほうほう

を 考
かんが

えて、工期
こうき

までに工事
こうじ

が完成
かんせい

するように調 整
ちょうせい

します。 

③工程
こうてい

管理
かんり

は、作業
さぎょう

の内容
ないよう

ごとに、進
すす

んでいるのか遅
おく

れているのかを

グラフに線
せん

を書
か

き入
い

れて 行
おこな

います。 

 

 

図
ず

－１０５  工程
こうてい

管理
か ん り

のためのグラフの例
れい

 

計 画
けいかく

 

実 績
じっせき

 浚 渫 工
しゅんせつこう

 

工 種
こうしゅ

/種 別
しゅべつ
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４）品質
ひんしつ

確認
かくにん

 

①品質
ひんしつ

確認
かくにん

の目的
もくてき

は、工事
こうじ

に使
つか

われる材
ざい

料
りょう

が図面
ずめん

の とおりの材質
ざいしつ

であるか、大
おお

きさであるか、強
つよ

さであるかを確認
かくにん

することです。 

②品質
ひんしつ

確認
かくにん

を 行
おこな

わないと、工事
こうじ

で つくる構造物
こうぞうぶつ

が完成
かんせい

したあとに、

形
かたち

が変
か

わったり、こわれたりすることが あります。 

 

 

図
ず

－１０６ 鉄
てつ

の材料
ざいりょう

の品質
ひんしつ

確認
かくにん

の ようす 

 

鋼
こう

矢板
やいた

の 形
かたち

を測
はか

っている 
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 図
ず

－１０７ 石材
せきざい

の品質
ひんしつ

管理
か ん り

の ようす 

 

 

図
ず

－１０８ コンクリートの品質
ひんしつ

管理
か ん り

の ようす 

 

５）現場
げんば

点検
てんけん

 

①現場
げんば

点検
てんけん

の目的
もくてき

は、事故
じ こ

なく工事
こうじ

が予定
よてい

どおりに進
すす

むようにするた

め、工事
こうじ

現場
げんば

に悪
わる

いところが ないかを確認
かくにん

することです。 

定 規
じょうぎ

で 石 材
せきざい

の 大
おお

きさ

を測
はか

っている 

コンクリートの  くずれた

形
かたち

（高
たか

さ）を測
はか

って やわ

らかさの品 質
ひんしつ

を管理
かんり

してい

る 



93 

 

②現場
げんば

点検
てんけん

は、一日
いちにち

の工事
こうじ

が始
はじ

まるときと終
お

わるときに 行
おこな

う日常
にちじょう

点検
てんけん

と、台風
たいふう

や地震
じしん

が起
お

こったあとに 行
おこな

う緊 急
きんきゅう

点検
てんけん

が あります。 

③日 常
にちじょう

点検
てんけん

、緊 急
きんきゅう

点検
てんけん

は、忘
わす

れることなく点検
てんけん

を 行
おこな

うため、点検
てんけん

する場所
ばしょ

を決
き

めた点検表
てんけんひょう

（チェックシート）を使
つか

って 行
おこな

います。 

 

図
ず

－１０９ 日常
にちじょう

点検
てんけん

の項目
こ う も く

を まとめた点検表
てんけんひょう

の例
れい
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３.２.２ 作業
さぎょう

船
せん

に関係
かんけい

する作業
さぎょう

 

１）点検
てんけん

と整備
せいび

作業
さぎょう

 

（１）目的
もくてき

 

①作業
さぎょう

船
せん

には、いろいろな機械
きかい

が ついています。作業
さぎょう

船
せん

の点検
てんけん

と整備
せいび

作業
さぎょう

の目
もく

的
てき

は、作業
さぎょう

船
せん

についている機械
きかい

が、正確
せいかく

に動
うご

くか、安全
あんぜん

に動
うご

くかを調
しら

べ、いつでも使
つか

えるようにすることです。 

②作業
さぎょう

船
せん

の点検
てんけん

と整備
せいび

作業
さぎょう

には、毎
まい

日
にち

行
おこな

う日
にち

常
じょう

点
てん

検
けん

と日
ひ

にちを決
き

めて 行
おこな

う定期
ていき

点検
てんけん

が あります。また、点検
てんけん

内容
ないよう

は法律
ほうりつ

で決
き

められ

たものも あります。 

 

（２）点検
てんけん

と整備
せいび

作業
さぎょう

の手順
てじゅん

 

①毎日
まいにち

行
おこな

う日 常
にちじょう

点検
てんけん

と整備
せいび

は、作業
さぎょう

の開始
かいし

の前
まえ

に 行
おこな

います。だい

たいの点検
てんけん

と整備
せいび

は次
つぎ

のとおりです。 

ａ 消
しょう

火
か

設
せつ

備
び

、救 命
きゅうめい

設備
せつび

などの安全
あんぜん

のための設備
せつび

の点検
てんけん

 

 

 

図
ず

－１１０ 救命
きゅうめい

設備
せ つ び

 

救 命
きゅうめい

設備
せつび

が

入
い

れてある箱
はこ
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図
ず

－１１１ 消化
しょうか

設備
せ つ び

 

 

ｂ 船体
せんたい

、甲板
こうはん

の 形
かたち

が変
か

わっていないか、 油
あぶら

や汚
よご

れが ついていな

いかの点検
てんけん

 

 

 

図
ず

－１１２ 船体
せんたい

の点検
てんけん

の ようす 

 

消 火
しょうか

ホース 消火器
しょうかき

 

フェアリーダーの例
れい

 

ワイヤの巻
ま

き出
だ

し、巻
まき

取
と

りのとき、ローラーが回
まわ

っているかを 点 検
てんけん

して

いる 
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図
ず

－１１３ 作業
さぎょ う

船
せん

の甲板
こうはん

の安全
あんぜん

通路
つ う ろ

の点検
てんけん

と清掃
せいそう

の ようす 

 

 

図
ず

－１１４ 甲板
こうはん

の清掃
せいそう

の ようす 

 

  

安 全
あんぜん

通路
つうろ
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ｃ エンジンや発
はつ

電機
でんき

から変
へん

な音
おと

が でていないかの点検
てんけん

 

 

 

図
ず

－１１５ 発
はつ

電機
で ん き

の点検
てんけん

の ようす 

 

ｄ クレーンのフックやブームに傷
きず

がついたり、形
かたち

が変
か

わっていない

かの点検
てんけん

 

 

図
ず

－１１６ クレーンのフックの点検
てんけん

の ようす 

ライトを 使
つか

っ

てエンジンオイ

ル な ど 発
はつ

電機
でんき

の中
なか

を点 検
てんけん

し

ている 

フックの点 検
てんけん

 

フックの はずれ止
ど

めが

正
ただ

しく動
うご

くか 点 検
てんけん

し

ている 
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図
ず

－１１７ 形
かたち

が変
か

わったクレーンのブームの例
れい

 

 

ｅ ワイヤが すり減
へ

ったり、傷
きず

が ついたりしていないかの点検
てんけん

 

ｆ ウインチのワイヤが正
ただ

しく 巻
ま

けているか、ブレーキが かかるか、

また、ボルト、ナットが ゆるんでいないかの点検
てんけん

 

 

図
ず

－１１８ ウインチの点検
てんけん

の ようす 

クレーンのブーム 

変 形
へんけい

ワイヤが正
ただ

しく巻
ま

いているかを

点 検
てんけん

している 

ブレーキが 正
ただ

しく 動
うご

くか

点 検
てんけん

している 
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②定期
ていき

点検
てんけん

と整備
せいび

は、１カ月
いっかげつ

に１回
いっかい

行
おこな

う月例
げつれい

点検
てんけん

、１年
いちねん

に１回
いっかい

行
おこな

う年次点検
ねんじてんけん

が あります。定期
ていき

点検
てんけん

と整備
せいび

では、日 常
にちじょう

点検
てんけん

と整備
せいび

で

確認
かくにん

できない場所
ばしょ

を くわしく調
しら

べます。 

 

図
ず

－１１９ ワイヤの交換
こうかん

の ようす 

 

 

図
ず

－１２０ 溶接
ようせつ

による甲板
こうはん

を 直
なお

している ようす 

新
あたら

しいワイヤを巻
ま

いている 

 

穴
あな

が開
あ

いたり、薄
うす

くなっ

た 甲 板
こうはん

に 鉄
てつ

の 板
いた

を

溶 接
ようせつ

している 
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２）作業
さぎょう

船
せん

の回航
かいこう

作業
さぎょう

 

（１）目的
もくてき

 

①回航
かいこう

作業
さぎょう

の目的
もくてき

は、作業
さぎょう

船
せん

の基地港
き ち こ う

（作業
さぎょう

がないときに停泊
ていはく

して

いる 港
みなと

）から遠
とお

く離
はな

れた工事
こうじ

現場
げんば

に作業
さぎょう

船
せん

を移動
いどう

させることです。 

②多
おお

くの作業
さぎょう

船
せん

には移動
いどう

のためのエンジンが ついていません。回航
かいこう

作業
さぎょう

には、作業
さぎょう

船
せん

を引
ひ

く引
ひき

船
ふね

と 錨
いかり

を設置
せっち

する揚
よう

錨
びょう

船
せん

と いっし

ょに まとまって船団
せんだん

で移動
いどう

します。 

 

（２）回航
かいこう

作業
さぎょう

の手順
てじゅん

 

①ここでは、起重機
きじゅうき

船
せん

の回航
かいこう

の作業
さぎょう

を説明
せつめい

します。 

②回航
かいこう

作業
さぎょう

の準備
じゅんび

として、工事
こうじ

に必要
ひつよう

な機材
きざい

や道具
どうぐ

などを係 留
けいりゅう

して

いる岸壁
がんぺき

からクレーンを使
つか

って作
さ

業
ぎょう

船
せん

に積
つ

みこみます。作業
さぎょう

船
せん

に

積
つ

みこむ機
き

材
ざい

や道具
どうぐ

は、工事
こうじ

によって違
ちが

います。 

 

図
ず

－１２１ クレーン車
しゃ

の積
つ

みこみの ようす 

クレーン車
しゃ
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図
ず

－１２２ 積
つみ

こみされたワイヤの ようす 

 

③回 航 中
かいこうちゅう

は、船
ふね

が ゆれて、作
さ

業
ぎょう

船
せん

の機
き

械
かい

が こわれたりしないよう

に、保護
ほ ご

するための器具
き ぐ

を取
と

り付
つ

けます。 

 

図
ず

－１２３ クレーンのフックの ゆれを防
ふせ

ぐ保護
ほ ご

具
ぐ

の ようす 

ワイヤ 

ディスタンスビーム 

 

ディスタンスビーム 

 

フックの ゆれを防
ふせ

ぐ 
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④作業
さぎょう

船
せん

に積
つ

みこんだ機材
きざい

や道具
どうぐ

が回 航 中
かいこうちゅう

に波
なみ

による ゆれで移動
いどう

したり、倒
たお

れたりしないように固定
こてい

します。 

 

 

図
ず

－１２４ 作業
さぎょ う

船
せん

に積
つ

みこんだ機材
き ざ い

の固定
こ て い

の ようす 
 

⑤作業
さぎょう

船
せん

を引
ひ

くためのロープで引船
ひきふね

と作業
さぎょう

船
せん

を つなぎます。ロープ

を つなぐときは、作業
さぎょう

船
せん

の上
うえ

のウィンチを使
つか

います。ロープの長
なが

さは 長
ながい

いもので 150～200m にもなります。ロープの直 径
ちょっけい

は太
ふと

い

もので約
やく

10cm にも なります。 

アンカーを固定
こてい

 

小型
こがた

船
せん

をワイヤで固定
こてい

 

 



103 

 

 

図
ず

－１２５ 回航中
かいこうちゅう

の引船
ひきふね

と作業
さぎょ う

船
せん

の ようす 

 

⑥準備
じゅんび

が終
お

わったら、岸
がん

壁
ぺき

を離
はな

れます。これを離岸
りがん

と言
い

います。 

⑦回 航 中
かいこうちゅう

、作業
さぎょう

船
せん

には、引船
ひきふね

で引
ひ

かれている船
ふね

と わかるように

標 識
ひょうしき

を つけます。標 識
ひょうしき

は世界
せかい

のルールで決
き

まっています。 

引船（１隻）

 

非航作業船（１隻） 

  

引 船
ひきふね

 

 

えい航
こう

ロープ 

 

非航
ひこう

作 業
さぎょう

船
せん

 

ウインチ 

引 船
ひきふね
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図
ず

－１２６ 引
ひき

船
ふね

に引
ひ

かれている船
せん

舶
ぱく

の標識
ひょうしき

の例
れい

 

 

⑧回 航 中
かいこうちゅう

は、安全
あんぜん

のため、船
ふね

に乗
の

っている作業員
さぎょういん

は、次
つぎ

のことを 行
おこな

います。 

a.他
た

の船
ふね

、橋
はし

や防波堤
ぼうはてい

などの構造物
こうぞうぶつ

に ぶつからないように安全
あんぜん

を

確認
かくにん

します。 

b.えい航
こう

ロープに悪
わる

いところが ないか点検
てんけん

します。 

c.資
し

機材
きざい

を固定
こてい

したロープに ゆるみや、悪
わる

いところがないかを点検
てんけん

し

ます。 

⑨作業
さぎょう

船
せん

が入 港
にゅうこう

し岸壁
がんぺき

の近
ちか

くまで きたら、引
ひき

船
ふね

のえい航
こう

ロープを

をはずします。 

⑩作業
さぎょう

船
せん

を岸壁
がんぺき

に着
つ

けます。このことを着 岸
ちゃくがん

と言
い

います。 

⑪機材
きざい

や道具
どうぐ

の固定
こてい

を はずします。 
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３）作業
さぎょう

船
せん

の着 岸
ちゃくがん

・離岸
りがん

作業
さぎょう

と係 留
けいりゅう

・停泊
ていはく

作業
さぎょう

 

（１）目的
もくてき

 

①着 岸
ちゃくがん

作業
さぎょう

の目的
もくてき

は、作業
さぎょう

船
せん

を岸壁
がんぺき

に着
つ

けることです。 

②離岸
りがん

作業
さぎょう

の目的
もくてき

は、作業
さぎょう

船
せん

を岸壁
がんぺき

から離
はな

すことです。 

③係 留
けいりゅう

・停泊
ていはく

作業
さぎょう

の目的
もくてき

は、安全
あんぜん

に人
ひと

の乗
の

り降
お

りや物
もの

の積
つ

みおろし

を 行
おこな

うため、作業
さぎょう

船
せん

を岸壁
がんぺき

に固定
こてい

することです。 

 

（２）着 岸
ちゃくがん

作業
さぎょう

の手順
てじゅん

 

①作業
さぎょう

船
せん

が岸壁
がんぺき

に近
ちか

づいたら、作業
さぎょう

船
せん

の上
うえ

の 錨
いかり

を揚
よう

錨
びょう

船
せん

が取
と

りに 

行
い

きます。アンカーブイは 錨
いかり

に取
と

りつけてあります。 

②揚
よう

錨
びょう

船
せん

は、アンカーブイの付
つ

いた 錨
いかり

を目 標
もくひょう

の場所
ばしょ

に運
はこ

び、海
うみ

に

入
い

れます。これを投 錨
とうびょう

といいます。 

 

図
ず

－１２７ 投錨
とうびょう

に向
む

かう揚錨船
ようびょうせん

 

アンカーブイ 

錨
いかり
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図
ず

－１２８ 作業
さぎょ う

船
せん

のアンカーとアンカーブイ 

 

③作業
さぎょう

船
せん

から、係 留
けいりゅう

ロープを岸壁
がんぺき

の上
うえ

に投
な

げて、岸壁
がんぺき

の上
うえ

にいる

作業員
さぎょういん

が係 船 柱
けいせんちゅう

に係 留
けいりゅう

ロープをかけます。これを、綱
つな

取
と

りと言
い

います。 

作 業
さぎょう

船
せん

 

アンカー 

（ 錨
いかり

） 

アンカーブイは、アン

カーを引
ひ

き上
あ

げるとき

の 目 標
もくひょう

。アンカーブ

イを引
ひ

き上
あ

げ、続
つづ

けて

アンカーを引
ひ

き上
あ

げま

す 

アンカーブイ 
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④作業
さぎょう

船
せん

のウィンチを動
うご

かして係 留
けいりゅう

ロープを巻
ま

いて、作業
さぎょう

船
せん

を予定
よてい

した場所
ばしょ

に移動
いどう

させます。 

 

図
ず

－１２９ 係留
けいりゅう

ロープを係船柱
けいせんちゅう

にかける ようす 
 

（３）係 留
けいりゅう

・停泊
ていはく

作業
さぎょう

の手
て

順
じゅん

 

①着 岸
ちゃくがん

したあと、船
ふね

に乗
の

るため、船
ふね

から降
お

りるために渡り
わた

桟橋
さんばし

を か

けます。 

②船
ふね

から降
お

りる乗
のり

組員
くみいん

は、船 長
せんちょう

に船
ふね

に もどる予定
よてい

などを報告
ほうこく

して

船
ふね

から降
お

ります。 

係 留
けいりゅう

ロープ 
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図
ず

－１３０ 作業
さぎょ う

船
せん

の乗
の

り降
お

りのための渡
わた

り桟橋
さんばし

 

 

③船
ふね

に泊
と

まる作業員
さぎょういん

は、停泊
ていはく

しているときは、安全
あんぜん

のための点検
てんけん

を

行
おこな

います。 

 

（４）離岸
りがん

作業
さぎょう

の手順
てじゅん

 

①えい航
こう

ロープで引船
ひきふね

と作業
さぎょう

船
せん

を つなぎます。 

②揚
よう

錨
びょう

船
せん

が、 錨
いかり

を上
あ

げます。これを揚
よう

錨
びょう

と言
い

います。 錨
いかり

を作業
さぎょう

船
せん

に積
つ

みこみます。 

③岸壁
がんぺき

の上
うえ

にいる作業員
さぎょういん

が作業
さぎょう

船
せん

の 係 留
けいりゅう

ロープを はずし、作業
さぎょう

船
せん

の上
うえ

の作業員
さぎょういん

が、係 留
けいりゅう

ロープを作業
さぎょう

船
せん

の上
うえ

のウィンチで巻
ま

き取
と

ります。 

④引船
ひきふね

が移動
いどう

を はじめた あと、作業
さぎょう

船
せん

が離岸
りがん

します。 

渡
わた

り桟
さん

橋
ばし
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図
ず

－１３１ 係留
けいりゅう

ロープを はずし、離岸
り が ん

を はじめた ようす  

係 留
けいりゅう

ロー

プを外
はず

し終
お

わったとこ

ろ 

引 船
ひきふね

が移動
いどう

を 

はじめたところ 
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４）作業
さぎょう

船
せん

の固定
こてい

作業
さぎょう

 

（１）目的
もくてき

 

①作業
さぎょう

船
せん

の固定
こてい

作業
さぎょう

の目的
もくてき

は、作業
さぎょう

船
せん

が波
なみ

や風
かぜ

によって工事
こうじ

現場
げんば

か

ら移動
いどう

しないようにすることです。 

 

 

図
ず

－１３２ 工事
こ う じ

現場
げ ん ば

に作業
さぎょ う

船
せん

を固定
こ て い

している ようす 
 

（２）作業
さぎょう

船
せん

の固定
こてい

作業
さぎょう

の手順
てじゅん

 

①ここでは、揚
よう

錨
びょう

船
せん

を使
つか

って、工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

に起重機
きじゅうき

船
せん

を固定
こてい

するとき

の作業
さぎょう

の手順
てじゅん

を説明
せつめい

します。 

４つのウインチ

と４つのアンカ

ーによる固定
こてい

 100～200ｍ

100～200ｍ

30～60°

30～60°
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図
ず

－１３３ 起重機
き じ ゅ う き

船
せん

の工事
こ う じ

現場
げ ん ば

での固定
こ て い

の ようす 

 

②揚
よう

錨
びょう

船
せん

で起重機
きじゅうき

船
せん

のアンカーにワイヤを取
と

り付
つ

けて、つり上
あ

げます。 

③アンカーを つったまま、揚
よう

錨
びょう

船
せん

を目 標
もくひょう

の位置
い ち

に移動
いどう

します。 

④揚
よう

錨
びょう

船
せん

が目 標
もくひょう

の位置
い ち

に ついたら、アンカーを下
お

ろします。 

⑤海洋土
かいようど

木工
ぼくこう

の だいたいの作業
さぎょう

 

 ａ 船 長
せんちょう

の指示
し じ

で、起重機
きじゅうき

船
せん

のウインチ操作
そうさ

 

 ｂ 合
あい

図
ず

を出
だ

す人
ひと

の指示
し じ

で、アンカーにワイヤを かける作業
さぎょう

、揚
よう

錨
びょう

船
せん

のウインチ操作
そうさ

 

船
ふね

の上
うえ

のウイン

チで 右 左
みぎひだり

に移動
いどう

し易
やす

いように船
ふね

を固定
こてい

している 
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図
ず

－１３４ アンカーの例
れい

 

アンカー 

シンカー 

アンカーとは、船
ふね

の位置
い ち

を固定
こてい

するために、海 底
かいてい

に設置
せっち

する おもりの

ことです。ツメが ついていて、それが海 底
かいてい

に ささることで、位置
い ち

を固定
こてい

することができます。 錨
いかり

とも呼
よ

びます。また、ブロックのような おも

りのことをシンカーと呼
よ

びます。 

ツメ 
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図
ず

－１３５ アンカーにワイヤを取
と

り付
つ

けている ようす 

 

 

図
ず

－１３６ 揚
よう

錨
びょう

船
せん

を使
つか

ってアンカーを設置
せ っ ち

する ようす 

アンカー 

ワイヤ 

アンカー 

アンカーを設置
せっち

した 

ところ 

アンカーブイ 

アンカーを設置
せっち

し

に行
い

く揚
よう

錨
びょう

船
せん
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図
ず

－１３７ 揚
よう

錨
びょう

船
せん

のウインチ操
そう

作
さ

によるアンカーの つり上
あ

げ、下
お

ろしの ようす 

  

作 業
さぎょう

船
せん

のアンカーを 

つり上
あ

げている 

揚
よう

錨
びょう

船
せん

の操
そう

船 室
せんしつ

で

ウインチを操作
そうさ

している 
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５）玉
たま

掛
がけ

作業
さぎょう

 

（１）目的
もくてき

 

①玉
たま

掛
がけ

作業
さぎょう

は、クレーンを使
つか

って荷
に

物
もつ

を つり上
あ

げるとき、荷物
にもつ

にワイ

ヤを取
と

り付
つ

けたり、はずしたりする作業
さぎょう

のことです。 

②海
うみ

の工事
こうじ

では、起重機
きじゅうき

船
せん

（クレーン船
せん

）を使
つか

って、コンクリートブ

ロックや いろいろな機材
きざい

の積
つ

みおろしを 行
おこな

います。玉
たま

掛
がけ

作業
さぎょう

は、

クレーン作業
さぎょう

と連絡
れんらく

を取
と

って 行
おこな

います。 

 

図
ず

－１３８ 玉
たま

掛
がけ

作業
さぎょ う

の例
れい

 

フックのあるブロックの玉
たま

掛
がけ

 

フックのないブロックの玉
たま

掛
がけ

 

重
おも

い荷
に

物
もつ

の玉
たま

掛
がけ
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（２）玉
たま

掛
がけ

作業
さぎょう

の手順
てじゅん

 

玉
たま

掛
がけ

作
さ

業
ぎょう

は、資
し

格
かく

が必
ひつ

要
よう

な作
さ

業
ぎょう

です。資格
しかく

を  もっていない

作業員
さぎょういん

は、必ず
かならず

資格
しかく

を もった作業員
さぎょういん

と いっしょに作業
さぎょう

します。こ

こでは、玉
たま

掛
がけ

作
さ

業
ぎょう

の手
て

順
じゅん

を説
せつ

明
めい

します。 

 

 

図
ず

－１３９ 玉
たま

掛
がけ

作業
さぎょ う

の手
て

順
じゅん

 
 

①器
き

具
ぐ

の選
せん

定
てい

 

つり荷
に

（つり上
あ

げたり、下
お

ろしたりする荷
に

物
もつ

を言
い

います）の重
おも

さに合
あ

① 器
き

具
ぐ

の選
せん

定
てい

 

② 器
き

具
ぐ

の点
てん

検
けん

 

③ 合
あい

図
ず

と安
あん

全
ぜん

の確
かく

認
にん

 

④ ワイヤの取
と

り付
つ

け 

⑤ 巻
ま

き上
あ

げの開
かい

始
し

 

⑥ 玉
たま

掛
がけ

用
よう

具
ぐ

の片
かた

付
づ

け 
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ったワイヤやシャックルなどの玉
たま

掛
がけ

に使
つか

う器具
き ぐ

を選
えら

びます。 

②器
き

具
ぐ

の点
てん

検
けん

 

玉
たま

掛
がけ

に使
つか

う器具
き ぐ

を点検
てんけん

します。ワイヤは、切
き

れたり、形
かたち

が変
か

わって

いないか、シャックルは、傷
きず

や 形
かたち

が変
か

わっていないか、フックは、

傷
きず

や 形
かたち

が変
か

わっていないか、はずれ止
ど

めが正
ただ

しく動
うご

くかを点
てん

検
けん

し

ます。切
き

れたり、大
おお

きな傷
きず

や 形
かたち

が変
か

わった器
き

具
ぐ

を使
つか

ってはいけませ

ん。 

 

 

図
ず

－１４０ 玉
たま

掛
がけ

器具
き ぐ

の例
れい

 
 

ワイヤとフックが 

シャックルで 

つながれている 
シャックル 

ワイヤ 

フック 

はずれ止
ど

めつきフック 
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図
ず

－１４１ ワイヤの傷
きず

、形
かたち

が変
か

わったワイヤ の例
れい

 

 

 

図
ず

－１４２ 傷
きず

があって使
つか

えないシャックルの例
れい

 

  

③合
あい

図
ず

と安
あん

全
ぜん

の確
かく

認
にん

 

玉
たま

掛
がけ

作業
さぎょう

とクレーン作業
さぎょう

との 間
あいだ

の連絡
れんらく

が取
と

れるようになっている

ことを確認
かくにん

します。玉
たま

掛
がけ

作業
さぎょう

を 行
おこな

う作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

が つり荷
に

の下
した

に入
はい

ら

ないように つり荷
に

から離
はな

れることのできる場所
ばしょ

が あることを確認
かくにん

します。 

素線
そせん

切
ぎ

れ 

つぶれ 

傷
きず

 

シャックルの 形
かたち

が変
か

わっ

たので、ネジ山
やま

が ふつう

より たくさん見
み

えている 
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図
ず

－１４３ 玉
たま

掛
がけ

作業
さぎょ う

の作業員
さぎょういん

の配置
は い ち

の例
れい

 
 

④ワイヤの取
と

り付
つ

け 

ブロックの玉
たま

掛
がけ

作業
さぎょう

は、ブロックに つり上
あ

げに使
つか

う金具
かなぐ

（鉄
てつ

で で

きた器具
き ぐ

のことを言
い

う）が ついているときには、金具
かなぐ

にフックやシャ

ックルを取
と

り付
つ

けます。消波
しょうは

ブロックのように つり上
あ

げのための

金具
かなぐ

がない場合
ばあい

は、ブロックの 形
かたち

に合
あ

わせて、ワイヤを取
と

り付
つ

けま

す。取
と

り付
つ

けが終
お

わったら、合
あい

図
ず

を出
だ

す人
ひと

が、クレーンのオペレータ

ーに、ワイヤの取
と

り付
つ

けが終
お

わったことを合図
あいず

します。 

 

合
あい

図
ず

を出
だ

す人
ひと

は、

クレーンオペレータ

ーと玉
たま

掛
がけ

を 行
おこな

う

作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

が見
み

える

安 全
あんぜん

な場所
ばじょ

で合図
あいず

する 

玉
たま

掛
がけ

作
さ

業
ぎょう

を 行
おこな

う

作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

は、つり荷
に

の

下
した

に入
はい

らないように

広
ひろ

く安 全
あんぜん

な場所
ばしょ

で玉
たま

掛
がけ

作
さ

業
ぎょう

をする 
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図
ず

－１４４ 金
かな

具
ぐ

が ついた ブロックの玉
たま

掛
がけ

作
さ

業
ぎょう

の ようす 

 

つり筋
きん

と言
い

う つり上
あ

げるための 金
かな

具
ぐ

が 

ついている 

シャックル 

ワイヤ 

フック 
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図
ず

－１４５ つり上
あ

げのための金具
か な ぐ

が ないブロックの 

玉
たま

掛
がけ

作
さ

業
ぎょう

の ようす 

 

玉
たま

掛
がけ

場所
ばしょ

から作 業
さぎょう

船
せん

の

クレーンで移動
いどう

 

作 業
さぎょう

船
せん

に積
つ

みこんでいる 

ブロックに合
あ

わせた 玉
たま

掛
がけ

作
さ

業
ぎょう

をして

いる 
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図
ず

－１４６ 専用
せんよう

の器具
き ぐ

を使
つか

った玉
たま

掛
がけ

作
さぎょう

業
ぎょう

の ようす 

 

図
ず

－１４７ 重
おも

い つり荷
に

（ケーソン）の玉
たま

掛
がけ

作業
さぎょ う

の ようす 
 

つり 枠
わく

と言
い

う 専
せん

用
よう

の用
よう

具
ぐ

 

シャックルで つ

りワイヤと つり

筋
きん

を つなげる

玉
たま

掛
がけ

作
さ

業
ぎょう

をし

ている 

つりワイヤ 

つり筋
きん

 

シャックル 

玉
たま

掛
がけ

作
さ

業
ぎょう

が終
お

わったあと

で、起重機
きじゅうき

が重
おも

い つり荷
に

を 

つっているところ 



123 

 

 ⑤巻
ま

き上
あ

げの開
かい

始
し

 

ワイヤの取
と

り付
つ

けが終
お

わったあと、ワイヤを巻
ま

き上
あ

げ、一
いち

度
ど

止
と

め、 

つり荷
に

の安
あん

定
てい

を確
かく

認
にん

します。つり荷
に

が安
あん

定
てい

であることを確
かく

認
にん

した 

ら、巻
ま

き上
あ

げを続
つづ

けます。 

⑥玉
たま

掛
がけ

用
よう

具
ぐ

の片
かた

付
づ

け 

つり荷
に

を運
はこ

び終
お

わったら、玉
たま

掛
がけ

用
よう

具
ぐ

を取
と

りはずします。玉
たま

掛
がけ

用
よう

具
ぐ

は、点
てん

検
けん

して片
かた

付
づ

けます。切
き

れたり、 形
かたち

が変
か

わったワイヤ、大
おお

き

な傷
きず

や 形
かたち

が変
か

わったシャックルは、捨
す

てます。 

  



124 

 

６）クレーン作業
さぎょう

 

（１）目的
もくてき

 

①クレーン作業
さぎょう

は、重
おも

いものを つり上
あ

げて、場所
ばしょ

を移動
いどう

して、違
ちが

う場
ば

所
しょ

に 下
お

ろす作
さ

業
ぎょう

です。クレーン作業
さぎょう

は、クレーンの先
さき

に取
と

り付
つ

け

られた機械
きかい

の種類
しゅるい

によって、いろいろな作業
さぎょう

を 行
おこな

うことができま

す。 

②海洋
かいよう

土木
どぼく

では、作業
さぎょう

船
せん

にあるクレーンを使
つか

って、浚 渫
しゅんせつ

工事
こうじ

、基
き

礎石
そいし

の投 入
とうにゅう

工事
こうじ

、ブロックの据付
すえつけ

工事
こうじ

などを 行
おこな

います。 
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図
ず

－１４８ 作業
さぎょ う

船
せん

に ついている いろいろなクレーン 

 

土砂
どしゃ

を つかむ 

グラブバケット 

石 材
せきざい

を つかむ 

オレンジピール 

ワイヤを掛ける
か け る

ための

フック 

まっすぐ つるための つり枠
わく
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（２）クレーン作業
さぎょう

の手順
てじゅん

 

クレーンの運転
うんてん

は、資格
しかく

が必要
ひつよう

です。資格
しかく

を もっていない作業員
さぎょういん

は、必ず
かならず

資格
しかく

を もった作業員
さぎょういん

と いっしょに作業
さぎょう

します。ここでは、

クレーン作
さ

業
ぎょう

の手
て

順
じゅん

を説
せつ

明
めい

します。 

 

 

図
ず

－１４９ クレーン作業
さぎょ う

の手
て

順
じゅん

 
 

①クレーンの点
てん

検
けん

 

クレーン作業
さぎょう

のはじめに、クレーンの点検
てんけん

を 行
おこな

います。点検
てんけん

の方法
ほうほう

は、それぞれのクレーンに決
き

まっている方法
ほうほう

があります。 

 

① クレーンの点
てん

検
けん

 

② 合
あい

図
ず

の確
かく

認
にん

 

③ 安
あん

全
ぜん

の確
かく

認
にん

 

④ クレーンの運
うん

転
てん

 

⑤ 作
さ

業
ぎょう

の 終
しゅう

了
りょう

と点
てん

検
けん
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②合
あい

図
ず

の確
かく

認
にん

 

クレーン作業
さぎょう

は、クレーンオペレーターと言
い

われるクレーンを運転
うんてん

する人
ひと

、作業
さぎょう

の合図
あいず

を出
だす

す人
ひと

、玉
たま

掛
がけ

作
さ

業
ぎょう

を 行
おこな

う人
ひと

が いっしょに

なって、作業
さぎょう

を 行
おこな

います。作業
さぎょう

を 行
おこな

うまえに、合
あい

図
ず

を出
だ

す人
ひと

と連
れん

絡
らく

できるようにしておきます。また、クレーン作業
さぎょう

の合図
あいず

の方法
ほうほう

に

ついても、確認
かくにん

します。 
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図
ず

－１５０ クレーン作業
さぎょ う

と主
おも

な合図
あ い ず

の方
ほう

法
ほう

① 
 

 

 水
すい

平
へい

移
い

動
どう

 

腕
うで

を上
あ

げ、手
て

を 開
ひら

いて つり荷
に

を動
うご

かす

方
ほう

向
こう

に 向
む

けて 手
て

と腕
うで

を 大
おお

きく  

ゆっくり動
うご

かす 

つり荷
に

（ブロック）を 

巻
ま

き上
あ

げるときの 合
あい

図
ず

 

つり荷
に

（ブロック） 

を横
よこ

に動
うご

かす 合
あい

図
ず

 

 巻
ま

き上
あ

げ  

手
て

で ももの 上
うえ

を たたいたあと、ひじ 

を 伸
の

ばして 手
て

を 上
あ

げて  大
おお

き
き

く
く

  

ゆっくり 回
まわ

す 

 

もも 
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図
ず

－１５１ クレーン作業
さぎょ う

と主
おも

な合図
あ い ず

の方
ほう

法
ほう

② 

 停止
ていし

  

手
て

を 開
ひら

いて 前
まえ

に 向
む

け ひじを 

 伸
の

ばして 高
たか

く 上
あ

げる 

つり荷
に

（ブロック）の 

動
うご

き
き

を 止
と

める 合
あい

図
ず

 

  急
きゅう

停
てい

止
し

  

両
りょう

手
て

を 開
ひら

いて 前
まえ

に 向
む

け  

ひじを  伸
の

ばして 高
たか

く 上
あ

げて ふる 

つり荷
に

（ブロック）の動
うご

き

を 急
いそ

いで 止
と

める 合
あい

図
ず
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図
ず

－１５２ クレーン作業
さぎょ う

と主
おも

な合図
あ い ず

の方
ほう

法
ほう

③ 

 

③安
あん

全
ぜん

の確
かく

認
にん

 

クレーン作業
さぎょう

の安全
あんぜん

を確認
かくにん

します。クレーン作業
さぎょう

を 行
おこな

っていると

きに、クレーンの周
ま

りに人
ひと

が近
ちか

づかないように立
た

ち入
い

り禁
きん

止
し

にしま

す。合図
あいず

を出
だ

す人
ひと

は、クレーンオペレーターと玉
たま

掛
がけ

作業
さぎょう

を 行
おこな

う人
ひと

が

 巻
ま

き下
さ

げ  

手
て

で ももの 上
うえ

を たたいたあと、腕
うで

を 

伸
の

ばして上
あ

げ、手
て

を 下
した

に向
む

け 動
うご

かす 

 作
さ

業
ぎょう

終
しゅう

了
りょう

  

両
りょう

手
て

を 頭
あたま

の上
うえ

に あげて  

ばつ（✖）にする 

つり荷
に

（ブロック）を 

下
お

ろす合
あい

図
ず

 

作
さ

業
ぎょう

を終
お

わるときの合
あい

図
ず

 

もも 



131 

 

良
よ

く見
み

えるところに立
た

ちます。 

 

図
ず

－１５３ クレーン作業
さぎょ う

の安全
あんぜん

の確認
かくにん

の例
れい

 

 

④クレーンの運
うん

転
てん

 

合図
あいず

を出
だ

す人
ひと

の合図
あいず

にしたがって、クレーンオペレータ―は、クレー

ンを運転
うんてん

し、土砂
どしゃ

や石
いし

、ブロックなどの重
おも

いものを つり上
あ

げ、指示
し じ

された場所
ばしょ

に移動
いどう

し、投 入
とうにゅう

したり、下
お

ろします。 

 

立入禁止
たちいりきんし

 

のための柵
さく

 

よく見
み

える場
ば

所
しょ

に

作 業 員
さぎょういん

を配置
はいち

する 

広
ひろ

さのある場所
ばしょ

で作 業
さぎょう

する 
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図
ず

－１５４ ブロックの据付
すえつけ

工事
こ う じ

のクレーン作業
さぎょ う

の ようす 

合図
あいず

を出
だ

す人
ひと

の合図
あいず

に したがい、ブロックを据
す

え付
つ

ける 

玉
たま

掛
がけ

作
さ

業
ぎょう

をしている 

つり荷
に

から

離
はな

れた安
あん

全
ぜん

な 場
ば

所
しょ

で  

つり 作 業
さぎょう

を 

みている 
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図
ず

－１５５ 石材
せきざい

の投入
とうにゅう

工事
こ う じ

のクレーン作業
さぎょ う

の ようす 
 

⑤作
さ

業
ぎょう

の 終
しゅう

了
りょう

と点
てん

検
けん

 

クレーン作業
さぎょう

が終
お

わったら、クレーンを点
てん

検
けん

し、悪
わる

い場
ば

所
しょ

は、整備
せいび

します。 

  

合図
あいず

を出
だ

す人
ひと

の合図
あいず

に

し た が い 石 材
せきざい

を

投 入
とうにゅう

している 
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７）ウインチ作業
さぎょう

  

（１）目的
もくてき

 

①ウインチは、ワイヤを巻
ま

き上
あ

げたり、送
おく

り出
だ

したりすることが でき

る機械
きかい

です。海
うみ

の工事
こうじ

では、ウインチを使
つか

って作業
さぎょう

船
せん

の位置
い ち

を移動
いどう

することで ケーソンの据付
すえつけ

工事
こうじ

や、航路
こうろ

の浚 渫
しゅんせつ

工事
こうじ

など、いろい

ろな作業
さぎょう

を 行
おこな

います。作業
さぎょう

船
せん

は、四隅
よすみ

に設置
せっち

したウインチを使
つか

っ

て、ワイヤの長
なが

さを調 整
ちょうせい

して、海
うみ

での位置
い ち

を正確
せいかく

に移動
いどう

します。 

②また、揚
よう

錨
びょう

船
せん

では、ウインチを使
つか

って 錨
いかり

を上
あ

げたり、下
お

ろしたり 

します。 

③ウインチの操作
そうさ

は、ウインチのある場所
ばしょ

で操作
そうさ

する方法
ほうほう

と、ウインチ

から離
はな

れた部屋
へ や

でモニターを見
み

ながら操
そう

作
さ

する方法
ほうほう

があります。 
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図
ず

－１５６ 作業
さぎょ う

船
せん

のウインチ 
 

ウインチ 

ウインチ 
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図
ず

－１５７ ウインチ操作
そ う さ

によるケーソン据付
すえつけ

工事
こ う じ

の ようす 

 

据
す

え付
つ

け作 業
さぎょう

が終
お

わ

り、次
つぎ

のケーソンを据
す

え付
つ

けている 

最 初
さいしょ

に据
す

え付
つ

けら

れたケーソンの上
うえ

に設置
せっち

したウイン

チで、次
つぎ

のケーソ

ン を 据
す

え 付
つ

け る

作 業
さぎょう

をしている 
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図
ず

－１５８ ウインチ操作
そ う さ

によるアンカー（錨
いかり

）の 

巻
ま

き上
あ

げ作
さ

業
ぎょう

の ようす 

アンカーブイを引
ひ

き上
あ

げて、

ウインチでワイヤを巻
ま

いて、

アンカーを引
ひ

き上
あ

げる。 

作 業 員
さぎょういん

B がウインチを操作
そうさ

し、作 業 員
さぎょういん

A が巻
ま

き上
あ

げの

補助
ほじょ

をしている 

アンカーブイ 

アンカー 

（ 錨
いかり

） 

作 業
さぎょう

船
せん

 

アンカーブイ 

ウインチを

操作
そうさ

する

作 業 員
さぎょういん

 

アンカー 

ブイ 

ウインチ 
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図
ず

－１５９ ウインチ操作
そ う さ

 
  

ウインチの場所
ばしょ

で

操作
そうさ

している 

ウインチから離
はな

れた

ところで操作
そうさ

している 
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（２）ウインチ作業
さぎょう

の手順
てじゅん

 

ウインチの操作
そうさ

は、資格
しかく

が必要
ひつよう

です。資格
しかく

を もっていない作業員
さぎょういん

は、

必ず
かならず

資格
しかく

を もった作業員
さぎょういん

と いっしょに作業
さぎょう

します。ここでは、ウイ

ンチ作
さ

業
ぎょう

の手
て

順
じゅん

を説
せつ

明
めい

します。 

 

 

図
ず

－１６０ ウインチ作業
さぎょ う

の手
て

順
じゅん

 
 

①ウインチの点
てん

検
けん

 

ウインチは、機械
きかい

の種類
しゅるい

によって、点検
てんけん

の方法
ほうほう

が違
ちが

います。使
つか

うま 

えに、点検
てんけん

の方法
ほうほう

を確認
かくにん

しておきます。ウインチを操作
そうさ

するまえに 

点検
てんけん

の方法
ほうほう

にしたがって、ワイヤが正
ただ

しく巻
ま

けていること、ブレー

① ウインチの点検 

② 合
あい

図
ず

の確
かく

認
にん

 

③ 安
あん

全
ぜん

の確
かく

認
にん

 

④ ウインチの操
そう

作
さ

 

⑤ 作
さ

業
ぎょう

の 終
しゅう

了
りょう

と点
てん

検
けん
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キが かかること、ボルトやナットが ゆるんでいないことなど、ウイ

ンチが安全
あんぜん

に動
うご

くことを確認
かくにん

します。また、ワイヤに傷
きず

、変形
へんけい

がな

いことを確認
かくにん

します。 

 

 

図
ず

－１６１ ウインチの点検
てんけん

項目表
こうもくひょう

の例
れい

 

 

②合
あい

図
ず

の確
かく

認
にん

 

ウインチ操作
そうさ

は、合
あい

図
ず

を出
だ

す人
ひと

の指示
し じ

で 行
おこな

います。合
あい

図
ず

を出
だ

す人
ひと

  

と、ウインチ操
そう

作
さ

をする前
まえ

に合図
あいず

方法
ほうほう

を決
き

めておきます。 



141 

 

 

図
ず

－１６２ 合図
あ い ず

の方法
ほうほう

 

 

③安
あん

全
ぜん

の確
かく

認
にん

 

ウインチの周
まわ

りや、ウインチに つながったワイヤの近
ちか

くに、人
ひと

が い

ないことを確認
かくにん

します。 

④ウインチの操
そう

作
さ

 

合
あい

図
ず

を出
だ

す人
ひと

の指示
し じ

に したがって、ウインチを操作
そうさ

します。 

操
そう

作
さ

中
ちゅう

は、ウインチから離
はな

れてはいけません。 

⑤作
さ

業
ぎょう

の 終
しゅう

了
りょう

と点
てん

検
けん

 

作業
さぎょう

が終
お

わったあとは、ウインチを停止
ていし

の位置
い ち

に戻
もど

し、電
でん

源
げん

を切
き

り

ます。ウインチの点
てん

検
けん

を 行
おこな

います。 

  

手
て

合図
あいず

 笛
ふえ

合図
あいず

 無線
むせん

合図
あいず
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８）海
うみ

の安全
あんぜん

管理
かんり

作業
さぎょう

  

（１）目的
もくてき

 

①海
うみ

には、貨物
かもつ

船
せん

、漁船
ぎょせん

、レジャー用
よう

の船
ふね

など、いろいろな船
ふね

が通行
つうこう

しています。工事
こうじ

現場
げんば

に工事
こうじ

以外
いがい

の船
ふね

が入
はい

ると事故
じ こ

が起
お

こります。海
うみ

の工事
こうじ

現場
げんば

では、事故
じ こ

を防ぐ
ふせぐ

ために、二
ふた

つの方法
ほうほう

で安全
あんぜん

管理
かんり

作業
さぎょう

を

行
おこな

います。 

②一
ひと

つめは、工事
こうじ

現場
げんば

を工事
こうじ

以外
いがい

の船
ふね

から簡単
かんたん

に わかるようにします。

工事
こうじ

現場
げんば

の周
まわ

りに、浮標
ふひょう

を設置
せっち

し、工事
こうじ

現場
げんば

を工事
こうじ

以外
いがい

の船
ふね

に知
し

ら

せます。 

③二
ふた

つめは、安全
あんぜん

監視
かんし

船
せん

と言
い

われる 工事
こうじ

以外
いがい

の船
ふね

に注意
ちゅうい

を呼
よ

びかけ

る船
ふね

を配置
はいち

し、工事
こうじ

以外
いがい

の船
ふね

が工事
こうじ

現場
げんば

に近
ちか

づくことを防
ふせ

ぎます。 
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図
ず

－１６３ 海
うみ

の安全
あんぜん

管理
か ん り

作業
さぎょ う

の例
れい

 
 

（２）作業
さぎょう

の手順
てじゅん

 

ⅰ工事
こうじ

現場
げんば

を示
しめ

すための浮標
ふひょう

設置
せっち

作業
さぎょう

 

①工事
こうじ

現場
げんば

として示
しめ

す場
ば

所
しょ

を決
き

めます。 

②適切
てきせつ

な大
おお

きさの浮標
ふひょう

（ブイ）を選
えら

んで、工事
こうじ

現場
げんば

として示
しめ

す位置
い ち

に

浮標
ふひょう

を設置
せっち

します。 

③設置
せっち

した浮標
ふひょう

を目 標
もくひょう

に、その中
なか

で作業
さぎょう

を 行
おこな

います。 

 

浮 標
ふひょう

 

浮 標
ふひょう

 

浮 標
ふひょう

 

工事
こうじ

現場
げんば

の参 考 例
さんこうれい

 

安 全
あんぜん

監視
かんし

船
せん

 
安全
あんぜん

監視
かんし

船
せん

 

航路
こうろ

標 識
ひょうしき

 

航路
こうろ

標 識
ひょうしき

 

工事
こうじ

現場
げんば

の 安 全
あんぜん

管理
かんり

を 工 事 前
こうじまえ

に 

お知
し
らせします 

工事
こうじ

現場
げんば

 

 

工事
こうじ

現場
げんば

 

航路幅
こうろはば

 350m 北側
きたがわ

航行
こうこう

 

航路
こうろ

の工事
こうじ
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図
ず

－１６４ 浮標
ふひょう

の設置
せ っ ち

作業
さぎょう

と浮標
ふひょう

の ようす 

 

ⅱ安全
あんぜん

監視
かんし

船
せん

による安全
あんぜん

を確認
かくにん

する作業
さぎょう

 

①工事
こうじ

現場
げんば

の広
ひろ

さに合
あ

わせて、安全
あんぜん

監視
かんし

船
せん

の数
かず

を決
き

めて、配置
はいち

します。 

②安全
あんぜん

監視
かんし

船
せん

に乗
の

っている作
さ

業
ぎょう

員
いん

は、工事
こうじ

現場
げんば

に入
はい

ろうとする工事
こうじ

以外
いがい

の船
ふね

に、工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

に入
はい

らないように注意
ちゅうい

します。 

 

図
ず

－１６５ 安全
あんぜん

監視
か ん し

船
せん

の活動
かつどう

の ようす 

クレーン付
つき

台
だい

船
せん

で 浮 標
ふひょう

を設置
せっち

し

ている 

浮 標
ふひょう

は夜
よる

に

光
ひか

る 

グラブ 浚 渫
しゅんせつ

船
せん

 

安 全
あんぜん

監視
かんし

船
せん

 

グラブ 浚 渫
しゅんせつ

船
せん

が 浚 渫
しゅんせつ

す る

工事
こうじ

現場
げんば

の安 全
あんぜん

を確 認
かくにん

している 
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３.３ 資格
しかく

の必要
ひつよう

な作業
さぎょう

 

①海洋土
かいようど

木工
ぼくこう

は、いろいろな作業
さぎょう

を 行
おこな

います。作業
さぎょう

しているときに、

間違
まちが

った作業
さぎょう

をすると、大
おお

きな事
じ

故
こ

になり、自分
じぶん

や いっしょに作業
さぎょう

している人
ひと

が けがをしたり、死亡
しぼう

したりすることが あります。この

ため、作業
さぎょう

の中
なか

には、法律
ほうりつ

で 決
き

まった資格
しかく

を もった作
さ

業 者
ぎょうしゃ

にし

か できない作業
さぎょう

が決
き

まっています。 

②資格
しかく

には、作業
さぎょう

の やさしさ、むずかしさに よって、３つの種類
しゅるい

が

あります。 

③一番目
いちばんめ

に むずかしい資格
しかく

は、試験
しけん

を受
う

けて合
ごう

格
かく

した人
ひと

が もらえる、

免 許 証
めんきょしょう

です。 

④二番目
に ば ん め

に むずかしい資格
しかく

は、正式
せいしき

な場所
ばしょ

で作業
さぎょう

の技術
ぎじゅつ

について

勉 強
べんきょう

することで もらえる、技能
ぎのう

講 習
こうしゅう

修 了 証
しゅうりょうしょう

です。 

⑤三番目
さんばんめ

に むずかしい資格
しかく

は、 働
はたら

いている会社
かいしゃ

で技術
ぎじゅつ

について

勉 強
べんきょう

することで もらえる、特別
とくべつ

教 育
きょういく

修 了 証
しゅうりょうしょう

です。 
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作業
さぎょう

の種類
しゅるい

 資格
しかく

の種類
しゅるい

 

クレーンの運転
うんてん

作業
さぎょう

 免許
めんきょ

、特別
とくべつ

教 育
きょういく

 

玉
たま

掛
がけ

作業
さぎょう

 技能
ぎのう

講 習
こうしゅう

、特別
とくべつ

教 育
きょういく

 

ウインチ作業
さぎょう

 特別
とくべつ

教 育
きょういく

 

溶接
ようせつ

作業
さぎょう

 技能
ぎのう

講 習
こうしゅう

、特別
とくべつ

教 育
きょういく

 

酸素
さんそ

欠乏
けつぼう

危険
きけん

場所
ばしょ

＊での作業
さぎょう

 

＊作 業
さぎょう

船
せん

の船 倉
せんそう

、油
あぶら

タンク、水
みず

タ

ンクなど、密 閉
みっぺい

された場所
ばしょ

のこと 

特別
とくべつ

教 育
きょういく

 

図
ず

－１６６ 資格
し か く

の必要
ひつよう

な海洋土
か い よ う ど

木工
ぼくこう

の作業
さぎょ う

の例
れい

 
 

 

 

図
ず

－１６７ 免許証
めんきょしょう

の例
れい

（クレーン作業
さぎょう

） 
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図
ず

－１６８ 技能
ぎ の う

講習
こうしゅう

修 了
しゅうりょう

証明書
しょうめいしょ

の例
れい

 
 

 

  


